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雨
明
け
直
後
の
青
空
の
下
、
６
月
23
日(

日)

慰
霊
の
日
に
第
79
回
一
中
健
児
之
塔
慰
霊
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
を
受
け
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
の
全
体
開
催
と
な
り
、
首
里
高
校
か
ら
は
１
年
生
全

員
、
２
・
３
年
生
代
表
、
部
活
生
、
職
員
が
参
加
し
、

遺
族
や
同
窓
生
を
含
め
お
よ
そ
７
５
０
人
が
参
列
し
ま

し
た
。 

 
慰
霊
祭
は
正
午
の
時
報
と
と
も
に
全
員
で
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
に
よ
る
「
一
中
健
児
之

塔
の
歌
」
斉
唱
で
始
ま
り
、
養
秀
同
窓
会
の
與
儀
毅
会

長
の
式
辞
、
吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
に
よ
る
献
奏
と
関
係

者
の
焼
香
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
生
徒
を
代
表
し

て
生
徒
会
長
の
長
田
悠
暉
さ
ん
（
東
風
平
中
）
か
ら
の

誓
い
の
言
葉
、
各
ク
ラ
ス
の
生
徒
代
表
に
よ
る
献
花
と

な
ぎ
な
た
部
の
山
城
瑠
夏
さ
ん
（
安
岡
中
）
と
平
良
陽

菜
さ
ん
（
安
岡
中
）
及
び
空
手
部
の
山
川
七
南
海
さ
ん

（
浦
西
中
）
に
よ
る
奉
納
演
舞
が
行
わ
れ
、
最
後
に
全

員
の
校
歌
斉
唱
と
生
徒
代
表
ら
に
よ
る
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

の
放
蝶
が
行
わ
れ
慰
霊
祭
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。  

 

戦
後
79
年
を
経
て
少
し
ず
つ
沖
縄
戦
の
記
憶
は
遠
の
い
て
い
き
ま
す

が
、
動
員
さ
れ
た
当
時
の
首
里
高
生
（
一
中
生
）
の
２
人
に
１
人
、
沖
縄

県
民
の
４
人
に
１
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
慰
霊
祭
を
通
じ
て
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た

一
日
で
し
た
。 

 

担
当
の
先
生
方
を
始

め
、
放

送

局
・
生

徒

会
・
部
活
生
ら
全
て
の

首
里
高
生
・
職
員
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

慰 霊の日翌日の６月24日

(月)に全校生徒による平

和集会が行われました。 

 集会では、幕開けに合唱部

による一中卒業生の宮城政三

郎さん作詞作曲の平和の歌「ああ、いつまでも伝

えてよ」の斉唱が行われ、続いて、生徒会長の長

田悠暉さん（東風平中）からの誓いの言葉、演劇

部による本校染織デザイン科前身の首里高等女学

校らの瑞泉学徒隊をテーマにした「あの夏の織

姫」の上演、そして最後はダンス部による沖縄戦

を表現した「刻～12万人の命をのせて」が披露さ

れ幕を閉じました。ダンス部は県大会で最優秀賞

を受賞し、８月の全国大会に

派遣されます。 

 一中鉄血勤皇隊・通信隊の

戦没者の歴史を受け継ぐ私た

ち首里高校は、これからも平

和のバトンをつないでいきた

いと思います。合唱部・演劇

部・ダンス部の皆さん並びに

生徒会長の長田さん、ありが

とうございました。 

首 

里
高
校
の
前
身
に
あ
た
る
県
立
第
一
中
学
校
の
先
輩

の
宮
城
政
三
郎
さ
ん
が
戦
時
中
に
台
湾
に
疎
開
し
、

敗
戦
後
沖
縄
に
引
き
揚
げ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
疎
開
先

だ
っ
た
台
湾
高
雄
市
の
高
雄
高
級
中
學
（
旧
高
雄
第
一
中
学

校
）
か
ら
「
名
誉
卒
業
証
書
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

６
月
21
日(

金)

に
、
高
雄
高
級
中
學
の
荘
福
泰
校
長
と
顔

銘
賢
學
務
主
任
が
来
沖
し
、
養
秀
同
窓
会
館
で
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
の
後
、
一
中
の
後
身
で
あ
る
首
里
高

校
に
も
訪
問
さ
れ
、
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
見
学
や
、
茶
道
部
か

ら
お
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

 

荘
校
長
か
ら
は
こ
の
機
会
に
両
校
で

の
交
流
を
深
め
た
い
と
い
う
あ
り
が
た
い
申
し
出
も
あ
っ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
台
湾
は
Ｉ
Ｔ
技
術
や
半
導
体
を
始

め
、
成
長
著
し
い
身
近
な
地
域
で
あ
り
、
本
校
生
徒
に
と
っ

て
も
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。
沖
縄
と
台
湾
、
首
里
高
と
高

雄
高
級
中
學
と
の
関
係
が
よ
り
進
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。 


